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巻頭言

八
〇
、
脊
振
村
教
委 

一
九
八
八
﹈な
ど
、
北
部
九
州
に
お
け
る
中
世
以
後
の
天
台
密
教
系

の
山
林
寺
院
に
対
す
る
基
礎
的
調
査
と
研
究
が
相
つ
い
で
行
わ
れ
た
。
そ
の
間
、
求

菩
提
山
で
は
、
福
岡
県
立
求
菩
提
資
料
館
が
昭
和
四
十
九
年（
一
九
七
四
）に
開
設
さ

れ
、
ま
た
、
こ
こ
に
事
務
局
を
置
い
て
、
昭
和
五
十
五
年（
一
九
八
〇
）に
、
西
日
本

山
岳
修
験
学
会
が
発
足
し
た
こ
と
は
、
こ
の
分
野
の
調
査
・
研
究
に
と
っ
て
、
そ
の

意
義
は
大
き
い
。

　
ま
た
、
本
会
事
務
局
長
の
岡
寺
良
氏
に
よ
る
と
、
そ
の
後
し
ば
ら
く
調
査
・
研
究

は
継
続
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
平
成
二
十
二
年（
二
〇
一
〇
）前
後
の
頃
か
ら
、
九
州
の

み
な
ら
ず
全
国
的
に
も
山
林
寺
院
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た﹇
山
の
考
古

学
研
究
会 

二
〇
〇
三
・
二
〇
一
〇
・
二
〇
二
〇
、
時
枝 

二
〇
一
二
、
岡
寺 

二
〇
一
七
、
狭
川 

二

〇
二
一
﹈。
そ
の
後
の
求
菩
提
山
の
調
査
の
契
機
は
国
の
史
跡
指
定
を
目
指
し
た
も
の

で
あ
っ
た
が﹇
豊
前
市
教
委 

二
〇
一
一
﹈、
こ
と
に
新
た
に
発
見
、
調
査
さ
れ
た
首
羅
山

﹇
久
山
町
教
委 

二
〇
〇
八
・
二
〇
一
〇
・
二
〇
一
二
・
二
〇
二
〇
﹈と
と
も
に
、
国
指
定
史
跡

を
目
指
し
て
、
宝
満
山﹇
太
宰
府
市
教
委 

二
〇
一
三
﹈や
英
彦
山﹇
添
田
町
教
委 

二
〇
一
六
﹈

に
対
す
る
本
格
的
も
し
く
は
総
合
的
な
調
査
が
行
わ
れ
た
。

　
さ
ら
に
、
そ
の
頃
、
首
羅
山
に
残
る
薩
摩
塔
や
宋
風
獅
子
な
ど
の
中
国
南
部
系
石

造
物﹇
井
形 
二
〇
一
二
﹈が
話
題
を
呼
び
、
山
林
寺
院
へ
の
関
心
が
一
段
と
高
ま
っ
て

い
っ
た
。
そ
う
し
た
趨
勢
を
背
景
と
し
て
、
九
州
に
お
け
る
山
林
寺
院
の
全
容
を
解

明
す
る
べ
く
、
平
成
二
十
三
年
に
九
州
山
岳
霊
場
遺
跡
研
究
会
が
発
足
し
た﹇
岡
寺 

　
私
た
ち
の
暮
ら
し
は
、
原
始
・
古
代
以
来
現
代
に
お
い
て
も
、
大
き
く
山
と
里
と

海
、
山
と
海
を
結
ぶ
川
を
舞
台
と
し
て
展
開
し
て
き
た
。
山
は
い
う
ま
で
も
な
く
河

川
の
水
源
と
し
て
、
ま
た
、
動
植
物
資
源
の
供
給
地
と
し
て
人
々
に
恵
み
を
与
え
た
。

し
か
し
一
方
で
、
山
は
火
山
災
害﹇
桒
畑
　
二
〇
一
九
﹈を
、
そ
し
て
、
河
川
は
水
害
を
、

さ
ら
に
海
は
地
震
に
伴
う
津
波﹇
金
子 

二
〇
二
一
﹈な
ど
、
自
然
災
害
に
は
時
に
人
智

を
越
え
る
も
の
が
あ
り
、
人
々
は
そ
れ
ぞ
れ
に
対
す
る
畏
怖
の
念
か
ら
信
仰
が
生
ま

れ
、
そ
し
て
、
育
ま
れ
た﹇
西
谷 

一
九
九
六
﹈。

　
さ
て
、
山
が
ち
な
日
本
列
島
に
は
、
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
「
富
士
山
―
信
仰

の
対
象
と
芸
術
の
源
泉
」
や
「
紀
伊
山
地
の
霊
場
と
参
詣
道
」
を
は
じ
め
と
し
て
、

各
地
に
数
多
く
の
霊
山
・
霊
場
が
知
ら
れ
る
。
な
か
で
も
九
州
に
は
、
大
峰
山
・
羽

黒
山
と
並
ん
で
、
日
本
の
三
大
修
験
霊
場
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
、
山
岳
信
仰
の
霊
場

と
し
て
全
国
的
に
も
よ
く
知
ら
れ
る
英
彦
山
を
筆
頭
に
、
宝
満
山
・
脊
振
山
・
求
菩

提
山
・
六
郷
山
・
阿
蘇
山
・
霧
島
連
山
、
そ
し
て
高
良
山
な
ど
の
霊
山
を
擁
し
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
霊
山
の
数
の
多
さ
は
、
全
国
的
に
見
て
も
特
筆
さ
れ
る
と
い
え
よ
う
。

　
そ
こ
で
、
九
州
に
お
け
る
山
岳
霊
場
遺
跡
に
対
す
る
調
査
・
研
究
の
歩
み
を
振
り

返
る
と
、
本
九
州
山
岳
霊
場
遺
跡
研
究
会
顧
問
の
森
弘
子
氏
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、

一
九
七
〇
〜
一
九
八
〇
年
代
に
一
つ
の
ピ
ー
ク
が
あ
っ
た﹇
森 

二
〇
一
一
﹈。
す
な
わ

ち
、
英
彦
山﹇
朝
日
新
聞
西
部
本
社 

一
九
八
二
・
一
九
八
三
﹈・
宝
満
山﹇
小
田 

一
九
八
二
﹈・

六
郷
山﹇
大
分
県
教
委 

一
九
七
六
・
一
九
七
七
・
一
九
八
二
﹈・
脊
振
山﹇
東
脊
振
村
教
委 

一
九

巻
頭
言 

―
『
九
州
の
山
岳
霊
場
』
の
発
刊
に
寄
せ
て
―
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
西
谷

正
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巻頭言

　
　
第
5
回
　
霧
島
連
山
の
山
岳
霊
場
遺
跡

　
　
第
6
回
　
多
良
岳
と
山
麓
の
霊
場
遺
跡

　
　
第
7
回
　
英
彦
山
―
信
仰
の
展
開
と
転
換
―

　
　
第
8
回
　
肥
後
の
山
岳
霊
場
遺
跡
―
池
辺
寺
と
阿
蘇
山
を
中
心
に
―

　
　
第
9
回
　
高
良
山
と
筑
後
の
山
岳
霊
場
遺
跡

　
　
第
10
回
　
求
菩
提
山
と
豊
前
の
山
岳
霊
場
遺
跡

　
　
第
11
回
　
宝
満
山
の
古
代
山
岳
信
仰

　
そ
の
間
に
達
成
さ
れ
た
調
査
・
研
究
の
成
果
は
、
右
記
の
十
一
回
に
及
ぶ
研
究
会

で
毎
回
発
行
さ
れ
た
資
料
集
に
蓄
積
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
た
び
さ
ら
に
総
括
の
た

め
の
研
究
会
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
総
括
的
な
論
文
集
と
し

て
、
本
書
『
九
州
の
山
岳
霊
場
』
を
発
刊
す
る
運
び
と
な
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
こ
れ

ま
で
の
研
究
会
で
発
表
さ
れ
た
研
究
成
果
や
紙
上
報
告
に
加
え
て
、
そ
の
後
に
進
展

が
見
ら
れ
た
分
野
に
つ
い
て
は
新
た
に
執
筆
さ
れ
た
論
文
、
さ
ら
に
は
研
究
会
で
取

り
上
げ
て
い
な
い
山
岳
霊
場
な
ど
に
対
す
る
研
究
な
ど
も
含
め
て
、
本
書
が
刊
行
さ

れ
た
次
第
で
あ
る
。
本
書
の
刊
行
を
通
し
て
、
九
州
は
も
と
よ
り
全
国
の
山
岳
霊
場

遺
跡
研
究
が
進
展
す
る
こ
と
を
祈
念
す
る
と
と
も
に
、
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
現

代
社
会
に
生
き
る
私
た
ち
が
、
山
と
ど
う
向
き
合
っ
て
い
く
か
と
い
う
命
題
を
考
え

る
上
で
の
一
助
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
今
、
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
筆
者
に
と
っ
て
印
象
に
残
る
一
枚
の
写

真
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
第
5
回
研
究
会
の
資
料
集
の
表
紙
を
飾
る
、
霧
島
連
山
の
中

核
を
な
す
高
千
穂
峰
山
頂
に
立
つ
鉄
製
の
「
天
の
逆
鉾
」
で
あ
る﹇
森
田 

二
〇
一
七
﹈。

見
る
か
ら
に
山
岳
信
仰
に
お
け
る
依
り
代（
磐
座
）の
景
観
を
呈
す
る
。
こ
こ
で
「
天

の
逆
鉾
」
に
祈
り
を
捧
げ
た
の
は
、
推
測
す
る
に
山
麓
の
里
人
た
ち
で
は
な
か
っ
た

ろ
う
か
。
里
人
た
ち
は
、
度
重
な
る
霧
島
連
山
の
火
山
爆
発
の
鎮
静
祈
願
か
ら
、
そ

の
よ
う
な
信
仰
が
生
ま
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る﹇
新
東 

二
〇
一
八
﹈。
里
人
た
ち
と
い

二
〇
一
七
﹈。
そ
の
際
、
事
務
局
を
九
州
歴
史
資
料
館
に
置
き
、
同
館
の
全
面
的
な
協

力
を
得
て
、
研
究
会
の
回
を
重
ね
た
。
ち
な
み
に
、
九
州
歴
史
資
料
館
で
は
令
和
三

年
度
特
別
展
と
し
て
、「
九
州
山
岳
霊
場
遺
宝
―
海
を
望
む
北
西
部
の
山
々
か
ら
―
」

が
開
催
さ
れ
た﹇
九
州
歴
史
資
料
館 

二
〇
二
一
﹈。
そ
の
内
容
は
、
九
州
北
西
部
の
大
陸

と
の
交
流
の
痕
跡
を
色
濃
く
残
す
筑
前
と
肥
前
を
対
象
に
九
州
山
岳
霊
場
遺
跡
研
究

会
の
調
査
・
研
究
の
成
果
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
。

　
さ
て
、
前
述
の
通
り
、
近
年
、
福
岡
県
内
に
お
い
て
は
山
岳
霊
場
遺
跡
の
調
査
と

研
究
は
盛
ん
と
な
っ
て
き
て
い
る
が
、
県
内
は
も
と
よ
り
九
州
の
各
地
域
に
お
け

る
山
岳
霊
場
遺
跡
の
包
括
的
把
握
は
、
豊
後
の
国
東
半
島
の
六
郷
山
な
ど
ご
く
一
部

に
と
ど
ま
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
各
個
事
例
が
蓄
積
さ
れ
て
い

る
状
況
が
見
ら
れ
る
と
は
い
え
、
研
究
者
個
人
や
自
治
体
レ
ベ
ル
で
の
遺
跡
単
体

の
調
査
で
は
、
そ
の
成
果
を
総
合
的
、
相
対
的
に
評
価
す
る
こ
と
も
難
し
い
。
そ
し

て
、
遺
跡
の
十
分
な
保
存
、
積
極
的
な
活
用
へ
と
結
び
付
け
難
い
現
状
が
あ
り
、
事

実
、
山
の
遺
跡
の
保
存
や
環
境
の
保
全
に
支
障
を
き
た
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
憂
慮
す
べ
き
現
状
に
少
し
で
も
寄
与
す
べ
く
、
九
州
各
地
の
山
地
に

所
在
す
る
仏
教
・
神
道
・
修
験
道
な
ど
の
信
仰
関
係
遺
跡
を
「
山
岳
霊
場
遺
跡
」
と

位
置
付
け
、
そ
れ
ら
の
調
査
事
例
を
把
握
し
、
ま
た
研
究
者
や
行
政
担
当
者
間
の
情

報
共
有
の
場
を
持
つ
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
前
述
の
通
り
、「
九
州
山
岳
霊
場
遺
跡

研
究
会
」
を
設
立
し
、
平
成
二
十
三
年（
二
〇
一
一
）八
月
二
十
日
に
第
1
回
の
研
究

集
会
を
開
催
す
る
運
び
と
な
っ
た﹇
岡
寺 

二
〇
一
七
﹈。
以
下
に
、
第
1
回
か
ら
最
終

回
と
な
っ
た
第
11
回
ま
で
の
テ
ー
マ
を
列
記
す
る
と
、
左
記
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
第
1
回
　
北
部
九
州
の
山
岳
霊
場
遺
跡
―
近
年
の
調
査
事
例
と
研
究
視
点
―

　
　
第
2
回
　
脊
振
山
系
の
山
岳
霊
場
遺
跡
―
脊
振
山
・
雷
山
・
怡
土
七
ヶ
寺
―

　
　
第
3
回
　
首
羅
山
を
と
り
ま
く
聖
な
る
山
々
―
糟
屋
・
鞍
手
の
山
岳
霊
場
遺
跡
―

　
　
第
4
回
　
国
東
半
島
の
山
岳
霊
場
遺
跡
―
六
郷
満
山
の
寺
院
と
信
仰
―


